別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　項：児童福祉費　目：児童保護費

	事業名: 児童養護施設等入所児童等援護費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　健康福祉部 子ども家庭課 児童養護担当　電話番号：058-272-1111（内2637）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11217@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：6,350千円（前年度予算額：6,609千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　児童養護施設等へ入所、または里親へ委託されている児童に対し、児童の援護の促進を図るため、施設または、里親に次の必要な経費を補助し、児童の福祉向上を図る。
（1） 高等学校入学時納付金援助事業
入学時に必要とされる入学金等納付金の補助
・対象者　高等学校等に入学する児童

・補助額　1人につき120,000円以内の実費
（2） 普通自動車運転免許取得費助成事業
　　     自動車学校教習科等免許取得に必要な経費の助成　　　

・対象者　当該年度に高等学校卒業を予定している児童等のうち、運転免許を取得することが社会的自立（就業）につながる児童
・補助額　1人当たり160,000円以内の実費
（３） 高等学校通学助成事業
高等学校等に通学する児童が最も経済的な通常の経路及び方法により通学する場合の定期券等一か月あたりの費用が17,000円を超える場合の通学費助成

・対象者　高等学校等に通学する児童
・補助額　1人当たり8,000円以内の実費
	２　所要経費


（1） 高等学校入学時納付金援助　1,031千円
（2） 普通自動車運転免許取得費助成　4,800千円
（3） 高等学校通学助成費　519千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


高校進学への補助や遠方へ通学する児童への通学費助成を行うことで、児童の教育機会の平等化及び福祉の向上を図った。

また、就職のために必要な普通自動車運転免許取得のための経費の補助を行うことで、児童の社会的自立の支援を行った。
	３　これまでの取組に対する評価


高校進学への補助を行うことで、児童の進路選択の幅が広がり児童の将来における可能性を広げることができた。また、通学費の助成を行うことで、遠方へ通学の通学も可能となり、児童に対し教育機会の平等化及び福祉の向上を図ることができた。就職による社会的自立のため必要となることの多い普通自動車運転免許の取得については、費用が高額となることも多く、取得のための補助を行うことで、児童の自立支援につなげることができた。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	6,609
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,609

	要求額
	6,350
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,350

	決定額
	6,350
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,350








